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Ａ：腎皮質を用いたDNAマイクロアレイの結果を cluster 分析により図示した．糖尿病WTマウスの腎皮質で糖尿病 ICAM-/-マウス
に比し発現が２倍以上増加し，かつ非糖尿病WTマウスと ICAM-/-マウスでは発現増加を認めなかった遺伝子は cluster４に分類され，
この cluster に CCKが含まれている．Ｂ-Ｄ：腎皮質におけるCCK，CCK-1R，CCK-2RのmRNA発現．糖尿病を誘発したWTマウ
スの腎ではCCKのmRNA発現が増加した（Ｂ）が，糖尿病を誘発してもCCKのレセプターmRNAの発現には変化は認められない











































































た．Proglumide は CCK-1Rと CCK-2Rの両者の阻害
薬として用いた．72時間培養後にRNAを抽出し，real-




































































































































































































































































































































































































































































の推移．CCK-8S 投与により尿中アルブミン排泄量が有意に抑制された．＊＊＊P＜0.001，＊P＜0.05 vs. NDM．††P＜0.01 vs. DM-CCK．




10-6Mで投与時），その効果は proglumide 投与により消失した．＊＊＊P＜0.001 vs. NG およびMn．†P＜0.05 vs. HG, HG＋scramble
およびHG＋CCK-8S＋proglumide．Ｋ：CCK-8S は CCL2刺激による遊走を濃度依存性に抑制し，この抗遊走効果は proglumide の添
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